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松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会
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27 大阪体育大学浪商高等学校 男子 準決勝
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第２延長後半
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第１延長後半

第２延長前半
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試 合
コミセン ー 男 45

番 号

大阪体育大学浪商高等学校（大阪）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 水 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試　合　結　果　・　戦　評　報　告　書

競技日 2022 年 8 月 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

得点合計

15 前　　半 11

3 日

種　　別 男子

チーム名

県立香川中央高等学校（香川）

25
第１延長前半

回　　戦 準決勝

チーム名

戦　　　　　　　　評

　ここまで盤石の王者香川中央に、悲願の初優勝を目指す大体大浪商が挑む。開始

直後香川中央は、浪商のシュートをＧＫ①武田がセーブすると⑤濱崎が一気の速攻

を決めた。しかしすぐさま浪商も⑧竹下⑰尾上のミドルで取り返す。浪商は恐れず

積極的に前に出て「攻めるＤＦ」を実践し、10分で6対7と互角の序盤となった。そ

の後香川は両腕を操る⑦柳生を軸に③高尾⑤濱崎②藤川が、浪商は視野の広い司令

塔⑧竹下を中心に⑤和田⑦市原③小門が得点を重ね、両者一歩も引かぬ中、終盤⑦

柳生の連続得点などで着実に加点した香川が15対11とリードして前半を終えた。

　追いつきたい浪商と突き離したい香川。意地の張り合いは香川②藤川⑪奥村⑦柳

生、浪商⑤和田⑥井上らが交互に得点し点差が動かない。動いたのは15分。浪商の

ＧＫが⑯田代に交代するとともに浪商のＤＦが前への圧力を増す。⑲橘の速攻を皮

切りに3連取。さらに⑯田代のビッグセーブを挟んで⑰尾上のカットインなど3連取

し、24分、ついに23対23に追いついた。香川も⑤濱崎⑬安堵のシュートで何とか

流れを切ろうとするが、火が着いた浪商の勢いは止まらない。残り3分で25対24と

ついにリードを奪った。その後浪商が加点。香川中央も⑤濱崎が取り返すがここで

万事休す。27対25で春の王者を破った大体大浪商が決勝の舞台へと駒を進めた。

記載者氏名 石丸　敬之
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